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令和５年第１回津市議会定例会
　令和5年第1回定例会が、2月22日から3月24日までの31日間、開催されました。

津 み ら い

　　石川　禎紀

　　藤田　定彦

　　田中　千福

　◎吉田　博康

　　伊藤　哲也 

　☆柏木はるみ

　　岩脇　圭一

　　佐藤　有毅

　今期定例会では、3月6日から9日までの4日間にわたり質疑・質問を行

いましたので、その主な内容をご紹介します。各議員の発言時間は、一

人一律60分以内で、問答の項目は、質疑・質問の中から各議員が選んだ

ものを掲載しています。

議案質疑
一般質問

 3ページ……田中　勝博（一津会）、岡村　　武（至誠会）

 4ページ……田中　千福（津みらい）、渡辺　晃一（津市民の会）

 5ページ……八太　正年（自由民主党市議団）、桂　　三発（一期一会）

 6ページ……田矢　修介（希望の風）、山路小百合（津市創成）

 7ページ……佐藤　知子（津市の未来を考える会）、倉田　寛次（津和会）

 8ページ……安積むつみ（公明党議員団）、福田　慶一（市民の声）

 9ページ……長谷川　植（未来開拓）、坂井田　茂（津教育未来）

10ページ……中野　裕子（日本共産党津市議団）

会
派
代
表
質
問

津　和　会

　◎伊藤　康雄

　　川口　和雄

　　倉田　寛次

　☆保田　勝平

　　辻　美津子

公明党議員団

◎堀口　順也　

☆小島　晴美　

　　安積むつみ

　　青山　昇武

津教育未来

◎　坂井田　茂

至　誠　会

◎　岡村　　武

市 民 の 声

◎☆福田　慶一

一 期 一 会

◎☆桂　　三発

希 望 の 風

◎　田矢　修介

自由民主党市議団

◎　八太　正年

津市の未来を考える会

◎　佐藤　知子日本共産党津市議団

◎　中野　裕子
未 来 開 拓

◎　長谷川　植

津市民の会

◎　渡辺　晃一

一　津　会

◎　田中　勝博

会

派

の

構

成

◎代表者　☆議会だより編集委員
令和５年第１回定例会時点

つ　市　議　会　だ　よ　り2

津 市 創 成

　☆中田　耕平

　◎山路小百合

　　　川　一正

　　小野　欽市

12ページ……　川　一正、藤田　定彦

13ページ……保田　勝平、小島　晴美

10ページ……吉田　博康

11ページ……柏木はるみ、青山　昇武

個
人
質
問

閉会日の様子



至 誠 会
し せ い か い

会
派
代
表
質
問

録画映像

岡 村  武
おかむら たけし

一 津 会
い っ し ん か い

会
派
代
表
質
問

録画映像

田 中 　勝 博
た な か かつひろ

季節の移ろいを

感じる岩田池公

園　　　　　　

▲

●教育方針より、社会教育、生涯教育について

 ● 教育振興ビジョンの重点施策は

●終活支援、終活登録について

 ● エンディングプラン・サポート事業と墓埋法第

9条対象者の現状は

●医療費の節約について、通院負担・薬剤負担は

●市営住宅の維持・管理と将来の在り方は　など

都市公園整備事業として、今後
の岩田池公園整備の進め方は

問

園路・サブエントランス部の工
事は令和7年度に完了予定

答

その他の質疑・質問

　平成18年の合併以降これまでの補助金の累計額

は、令和3年度までの決算額と令和4年度・5年度

の予算額を合計すると、6億648万7,716円となる。

　昭和51年当時、合併前の津市において、事業者

が行う料金徴収に関する市民からの不満の声を受

けて、料金を分離徴収するための組合を結成し、

当該組合の運営経費を行政が補助することとした

中で、合併時に他の9市町村ではそのような仕組

みがなく、合併調整により当該補助制度が引き継

がれたものである。

　よって、市町村合併により生じた不均衡であり、

行政が差別を行っているという認識はない。

　岩田池公園では、千歳山へのアクセスルートと

なる園路とサブエントランス部の整備が進められ

ている。

　千歳山は、千歳山整備基本構想において、川喜

多半泥子をしのぶ歴史・文化の品格ある公園整備、

市街地の中の豊かな自然の保全というコンセプト

のもと、市街地に広がる貴重な自然を保全すると

ともに、現地に残っている施設を保存・活用した

整備を目指していくこととしている。

　岩田池公園の園路・サブエントランス部の工事

は令和7年度に完了する予定である。

●廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第4

条第6号に抵触することから、津環境整備事業協

同組合を設立し補助金を交付してきたのであれば、

組合員でない他の12業者において、し尿のくみ取

り業務に直接従事する者が料金を徴収しているケ

ースは、たとえそれが委託業者でなく許可業者で

あっても法令違反では

　津地域のし尿くみ取り業者3社で構成する津環

境整備事業協同組合に対し、毎年、補助金が交付

されているが、合併以降これまでの累計額は。

　また、組合員でない他のし尿くみ取り業者が12

社ある中で、今後、補助金を廃止したとしても、

これまで3社で構成する組合に補助金を交付し続

けてきたことは、公平・公正でなく、行政による

差別が行われてきたことになると考えるがどうか。

3社で構成する組合補助金の交
付は公平・公正でなく差別では

問

合併により生じた不均衡であり
差別という認識はない

答

その他の質疑・質問

令和5年度の一

般会計当初予算

にも津環境整備

事業協同組合補

助金が計上　　

▲

3つ　市　議　会　だ　よ　り

　都市公園事業として、岩田池公園、中勢グリー

ンパーク、香良洲高台防災公園といった重要な事

業が展開されている。

　中勢グリーンパークや香良洲高台防災公園の運

動施設が完成していく中で、今後の岩田池公園の

整備事業は、千歳山へのアプローチも兼ねている。

　都市部にある貴重な自然を生かした岩田池公園

の整備の進め方を質す。
ただ



田 中 　千 福
た な か かずよし

会
派
代
表
質
問

 つ  

津 み ら い

録画映像

厚生労働省によ

る、ヤングケア

ラー認知度向上

のための啓発チ

ラシ　　　　　

▲

　同事業は、地区の農業者と、県、津市、農業委

員会、農地中間管理機構、農協などの地域農業の

関係機関が集まり、農業の将来について話し合い、

目指すべき将来の農地の姿を定めていこうとする

もので、これまでの人・農地プランが地域計画と

して法律に位置付けられ、今後2年間で市町村が

策定していくことが国から求められている。これ

まで作成した人・農地プランを土台として、確か

なものにしていく「目標地図」づくりに取り組む。

今後、担当する職員数を増やし、行政が話し合い

に参加する取り組みを進め、地域計画策定に向け

た機運の醸成が図られるよう努めていく。

●ヤングケアラーについて

 ● ヤングケアラーへの市の対応状況は

 ● この調査に津市として回答していればその内容

について

 ● 県が実施したヤングケアラーに関する実態調査

の内容について　　　　　　　　　　　　　

●通園バスによる送迎について　　　　　　など

　地域計画策定推進事業とはどのような事業で、

これまでの人・農地プランとの関連はあるのか。

また、成果を出すためには、どのように進めるの

か。

地域計画策定推進事業について
問う

問

地域計画策定に向けた機運の醸
成が図られるよう努める

答

その他の質疑・質問

　デマンド型交通は、運行方式や運行ダイヤ、発

着地の組合せにより多様な運行が可能となる。停

留所をきめ細かく設定できるなどのメリットがあ

る反面、予約が面倒という理由から利用されなか

ったり、利用者が多くなると、目的地に到着する

時間が遅くなるなどのデメリットもあり、導入の

際には慎重に検討する必要がある。令和8年度に

実施するコミュニティバスの次期再編を見据え、

デマンド型交通の在り方についても検討を進めて

おり、地域公共交通あり方検討会などにおいて地

域住民のご意見を聴きながら、地域により適した

移動手段の構築に向けて引き続き検討していく。

●一級河川雲出川の整備と整備計画はどうか

 ● 波瀬川・赤川等の整備計画はどうか

 ● 雲出川・波瀬川に挟まれた地域の雨水管理は

●消防通信指令業務の共同運用はどうか

●津市の機能別団員・女性消防団員について

●農業政策で資材高騰に対しさらなる支援策は

 ● 次年度の地域計画および獣害対策はどうかなど

交通体系をデマンド型交通でさ
らに進化させる考えはあるのか

問

地域に適した移動手段の構築に
向けて引き続き検討していく

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り4

デマンド型交通

体系からコミュ

ニティバス運行

に変わった現在

の一志地域のコ

ミュニティバス

▲

　最近、全国的にデマンド型交通を導入する自治

体も増えてきたように思う。一志地域では、合併

前にすでにデマンド型交通を運行していた経緯が

ある。高齢社会の到来で運転免許証を返納する人

が増えること、バス停まで行くのが困難な高齢者

がますます増加することが予想される。現在の交

通体系を進化させ、津市でもデマンド型交通を試

験的に運行し、調査・研究する考えはあるのか。

会
派
代
表
質
問

録画映像

津市民の会
かい

渡 辺 　晃 一
わたなべ てるかず

つ し み ん



他人の土地へ市

営浄化槽を設置

し国庫補助金の

交付を受けたこ

とは補助金適正

化法違反では

▲

　近年、伊勢湾の水質は改善傾向にあるものの、

漁獲量の減少に伴い、海域の豊かさの重要性が指

摘されている。そのため、従来の削減一辺倒であ

った海域への窒素やリンの汚濁負荷量について、

状況に応じた水環境管理へと新たな方向性を取り

入れた第9次水質総量削減計画を県が策定した。

取り組みとしては、下水処理場において海域への

窒素やリンを基準の範囲内でできるだけ多く排出

する栄養塩類管理運転をしていくとのことである。

　市としては、今後、漁業者の方の苦しみ等も聴

きながら、関係機関と連携の下、どのようにして

伊勢湾を再生するか、しっかりと考えていく。

　近年、伊勢湾の海水中のプランクトンが減少し、

津市の漁港から漁に出ても魚が取れないと聞く。

伊勢湾で取れた小女子、イワシ、アサリ、ノリが

食べられないことは大きな問題である。

　瀬戸内海では、議員立法による特別措置法で水

質の規制緩和が行われ、大阪湾で魚が多く取れる

ようになってきたそうであるが、水産資源の確保

のための伊勢湾再生について農林水産部の考えは。

水産資源の確保のための伊勢湾
再生についての考えは

問

どのようにして伊勢湾を再生す
るかしっかりと考えていく

答

その他の質疑・質問

　平成27年10月に第1回を開催してから、令和5年

2月までに延べ295回開催し、これまで約4,200件

の課題に対し、約3,200件が解決・合意に至って

いる。開始から約8年が経過しているが、新たな

課題も出てきており、今後も継続して開催するこ

とで、一つ一つの課題を丁寧に解決していく。

　一方、少子高齢化が進み、出生率が下がってい

る中、議員提案の10年後も住みたいと思うような

未来のまちづくりを考える上で、若年層を対象と

した会議を開催し、意見を直接聞くことは、有効

なものと考えており、今後、開催方法等について、

調整していく。

●避難所指定されている体育館への災害バルク導

入について

●ミサイル発射を想定した訓練について

　地域懇談会のこれまでの開催数は。また、何件

の課題に対し、何件が解決されてきたのか。

　現在開催されている地域懇談会は、現状の問題

を解決するために行われている。10年後この町に

住みたくなるように、未来を見据えた若者を中心

とした地域懇談会を開催してはどうか。

津市の未来のために捨てる勇気、
変える勇気は

問

既存の形も継続しつつ、新しい
形でも調整していく

答

その他の質疑・質問

災害が起きた際

の避難所（安濃

中央総合公園内

体育館）　　　

▲

5つ　市　議　会　だ　よ　り

●公共工事の火薬使用による民家破損に対しては

被害家屋の原状復帰による補償を

●県より譲り受けたズリの現況について

●総合評価落札方式での入札および契約について

●メンタルヘルス不調による長期休暇・休職中の

職員数は

●成美小学校内の学童保育施設について

会
派
代
表
質
問

録画映像

八 太 　正 年

自由民主党市議団

は っ た まさとし

じゆうみんしゅとうしぎだん

一 期 一 会
い ち ご い ち え

会
派
代
表
質
問

録画映像

かつら

桂   　三 発
さんぱつ

こうなご



希 望 の 風
き ぼ う かぜ

会
派
代
表
質
問

録画映像

田 矢 　修 介
た 　 や しゅうすけ

津市においても

ごみの排出が困

難な世帯への戸

別収集による支

援が強く求めら

れている

▲

　津市が令和2年12月に実施したアンケートの結

果では、約83％が、「一定条件のもとに戸別収集

が必要」と回答しており、津市廃棄物減量等推進

審議会でも必要との意見が出ているため、ごみ一

時集積所によるステーション方式を基本としなが

ら、特定の世帯を対象に戸別収集を行う支援策に

ついて、津市として前向きに検討していく。

　また、大型家具等のごみ出し支援は、現在、要

支援・要介護認定者、障がい者、または75歳以上

の者のみで構成される約3万世帯を対象にしてお

り、現状では、この対象者に対して丁寧にサービ

スを継続して実施していきたいと考えている。

●市民の生命を守る津市救急医療体制について

●歯と口腔の健康づくりの推進を

●水源から給水栓までの水質管理と危機管理は

●中消防署西分署の老朽化等課題の解消に向けた

整備の取り組みは

●津市教育振興ビジョン後期計画は教育方針にど

のように位置づけられているか　　　　　　など

　加齢や障がい等により、ごみ出しが困難な世帯

が増加しており、病気やけが等によってごみ出し

が困難な世帯もある。戸別収集によるごみ出し支

援の実施を。

　また、好評な「大型家具等のごみ出し支援」の

対象世帯を拡大する考えは。

ごみ出しが困難な世帯へのごみ
出し支援の実施を

問

特定の世帯に対する戸別収集を
津市として前向きに検討する

答

その他の質疑・質問

　エリアプラットフォームでは、毎年度、事業に

応じた予算規模を決定した上で、必要経費を構成

員が分担金として負担することとしており、津市

もまちづくりを担う基礎自治体として負担する。

　候補には、道路空間の活用、新たな移動手段の

導入等があり、構成員の大門大通りおよび丸之内

の各商店街振興組合で、従前より道路空間再編の

検討があったことなどから、令和5年度について

は、道路空間を活用して地区のにぎわいのポテン

シャルを確認し、将来的な道路空間の在り方の検

討につなげるための実験的な取り組みが実施でき

るよう、調整を進めてきた。

●多様な子どもたちの資質・能力を育成し、誰一

人取り残すことのない教育をめざすことについて

 ● 発達障害がある生徒への才能を生かす進学相談

について

●歴史文化資料館について

●空き家対策について、法改正の周知は

●まちなか・お城公園のふん害について　　など

　大門・丸之内地区の未来ビジョンに基づいた官

民で組織するエリアプラットフォームが実施する

実験的な取り組みに対する負担とはどのようなも

のか。

　次に、同実験にはどのような候補があったのか、

また、その選定理由は。

エリアプラットフォームが実施
する実験的な取り組みを問う

問

将来的な道路空間の在り方の検
討につなげる取り組みを進める

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り6

衛生面や景観の

ことを考えたふ

ん害への取り組

みを　　　　　

▲

提供：熊本市

津 市 創 成
つ し そ う せ い

会
派
代
表
質
問

録画映像

山 路 
さ

小 
ゆ

百 
り

合
や ま じ



三重県動物愛護

推進センターの

キャラクター、

き～ぼう（左）

とつむぎちゃん

（右）　

▲

　主な相談内容は、無責任な餌やり行為や所有者

不明猫の増加に伴うふん尿被害に関する苦情であ

る。

　猫に関する相談が津市に寄せられた場合は、職

員が地域に出向き、実情を把握し、その状況に基

づき、飼い主の飼い方に問題があれば、啓発を行

い、それでも問題が改善しない場合は、保健所と

連携し、指導を行う。

　また、地域において所有者不明猫の問題で、自

治会等がＴＮＲ活動を望む場合は、県に取り次ぎ、

無秩序に増える猫の抑制に取り組んでいる。

●マスクの着用について

●学校制服について

●放課後児童クラブについて

　飼い主のいない猫に関して、市民の方からどの

ような相談が多いのか。

　また、寄せられた相談には、津市としてどのよ

うな対応策をとっているのか。

飼い主のいない猫に関する津市
の対応策は

問

県と連携し、無秩序に増える猫
の抑制に取り組んでいる

答

その他の質疑・質問

　家庭医療クリニックは、月曜日から木曜日まで

の、午前は外来診療、午後は在宅患者の訪問診療、

竹原診療所における外来診療や無医地区である伊

勢地地区への巡回診療を行っているが、令和5年1

月から3月末まで、派遣元である県立一志病院に

おける医師の配置の都合により、火曜日の外来を

休診している。

　令和5年4月以降について、先日、一志病院を所

管する県病院事業庁と協議し、火曜日の診療再開

を依頼したが、医師確保が困難であることから、

当分の間、引き続き休診せざるを得ない状況であ

り、今後も協議が必要である。

●高齢者徘徊探索器の利用促進を

●徘徊ＳＯＳネットワーク津の協力者の登録増を

●小中学校の校舎の保守管理について

●森林環境譲与税を活用した事業について

 ● 経営管理意向調査の進捗状況について

●過疎対策事業について

●合特法支援事業について　　　　　　　　など

　美杉地域にある家庭医療クリニックは、県立一

志病院からの派遣医師により診療を行っているが、

令和5年に入ってから火曜日が休診となっている。

　家庭医療クリニックは、地域医療を確保する上

で重要な役割を担っており、休診状態の1日でも

早い解消が求められるが、いつまで続くのか。

家庭医療クリニックの一部休診
の1日でも早い解消を

問

一志病院を所管する県病院事業
庁との協議が今後も必要である

答

その他の質疑・質問

津市の中でも特

に高齢化率の高

い美杉地域を対

象に、細く長く

活動ができるよ

うな過疎対策を

▲

7つ　市　議　会　だ　よ　り

つ し み ら い かんが かい

会
派
代
表
質
問

録画映像

佐 藤 　知 子

津市の未来を考える会

さ と う ち こ

会
派
代
表
質
問

録画映像

倉 田 　寛 次
く ら た か ん じ

津 和 会
し ん わ か い

はいかい



がん治療と生活

をつなぐ、具体

的な情報とケア

体験を提供する

リボンズハウス

の県内の一例

▲

　新生児聴覚スクリーニング検査費用の半額程度

に当たる3,000円を助成することとしている。

　事業開始時は、制度について周知する時間がな

いことから、医療機関において助成に関する説明

をし、妊婦さんに助成券に記入していただき精算

する。今後、妊娠届を出される方には、出産の際

に使用できることを説明し、母子健康手帳交付時

に助成券をお渡しする。

　また、県において難聴児の情報を一元化し、県、

津市及び医療機関で当該情報を共有することを確

認しており、必要な方が必要な支援を受けられる

よう、県等と連携を図っていく。

●新規事業・保育体制強化事業について

●がん患者のアピアランスサポート事業について

●津市木材利用方針について

 ● 津市の木材を利用した、子どものための｢椅子｣

を新生児へ贈呈する考えは

●子どもたちの下校時などの熱中症対策について

●津市のインクルーシブ教育の考えについてなど

　新生児の難聴を早期に発見し、療育につなげる

ためにも必要な新生児聴覚スクリーニング検査に

ついて、これまで公明党議員団が公費負担を求め

てきた中、今回ようやく予算化された。

　この事業に対する検査費用の助成方法や妊産婦

への周知方法は。また、県は全国で初めて行政と

医療機関が連携し、難聴児の情報をデータベース

化すると報道があるが、市も連携し伴走型支援を。

新生児聴覚スクリーニング検査
費用助成事業について問う

問

新規事業として自己負担額の半
額程度について助成を行う

答

その他の質疑・質問

　会計年度任用職員は一生懸命市民サービスに努

めていただいており、勤勉手当の支給により処遇

改善することは非常に有効であるため、基本的に

は津市としても支給する方向で考えていく。

　会計年度任用職員の中には、被扶養者になって

おり、自ら健康保険に加入しない選択をしている

職員がいるため、勤勉手当を支給することで年収

が130万円を超えてしまう場合、どういう働き方

を希望しているかもしっかり受け止めなければな

らず、また、そのために勤務日数が減った場合、

組織としてどうカバーしていくか考える必要があ

るため、そのことも含めて検討し判断していく。

●設計違算について

●関係人口の創出について

●高齢者の栄養改善事業について

●教育方針から全国学力・学習状況調査について

●公用車のＥＶ化について

●伝統工芸品の支援について

●自伐型林業の推進について　　　　　　　など

　国は、地方自治体が非常勤の会計年度任用職員

に対し、今まで支給できなかった勤勉手当を支給

できるよう地方自治法の改正案を今国会に提出し、

令和6年4月の施行を目指している。現在国では非

常勤職員に勤勉手当を支給しており、地方自治体

からの「国に合わせて支給可能とすべきだ」とい

う要望も踏まえ、これを可能にする方針である。

津市の対応や影響、扶養控除の課題等への考えは。

会計年度任用職員の勤勉手当支
給についての考えは

問

影響や対応も含めて検討し、支
給する方向で考えていく

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り8

豊かな自然や歴

史・文化に育ま

れながら脈々と

受け継がれてき

た津市の伝統工

芸品　　　　　

▲

会
派
代
表
質
問

録画映像

安 積 
　

む 
　

つ 
　

み
あ づ み

公明党議員団
こうめいとうぎいんだん

市 民 の 声
し み ん こえ

会
派
代
表
質
問

録画映像

福 田 　慶 一
ふ く た けいいち



白塚海岸に位置

する志登茂川浄

化センター

▲

　令和3年度末の津市の下水道事業の主な処理区

の整備進捗率は雲出川左岸処理区が83.5％、松阪

処理区が88.7％、志登茂川処理区が38.6％である。

津市全体の下水道処理人口普及率は53.1％となっ

ており、志登茂川処理区の整備進捗率が低いのは、

終末処理場である志登茂川浄化センターの完成が、

大幅に遅れたことが要因と考えられる。

　白塚地区と栗真地区は、令和9年度までの整備

予定箇所には入っていない。令和10年度以降につ

いては、それまでの整備状況や社会情勢など、様

々な要件を考慮し、選定する必要があることから、

今後の下水道事業基本計画において示していく。

●下水道について

 ● 整備の優先度及びその進め方について

 ● 費用の目安を提示することはできないのか

 ● 下水道に接続しなければならない理由とは

●獣害対策について

 ● 被害の状況は

 ● 現在の獣害対策と今後の取り組みは

　下水道が未整備の地区の皆様から、早期着工に

対する要望の声をよく聞くが、津市の下水道事業

の主な処理区における現在までの整備状況と整備

進捗率が低い原因は。

　また、白塚地区と栗真地区の下水道工事の着工

予定はいつ頃か。

白塚地区と栗真地区の下水道工
事の着工予定は

問

今後の下水道事業基本計画にお
いて示していく

答

その他の質疑・質問

　成果として、調理場の改修による、より衛生的

な給食の提供、改修対象校を限定することによる

財政の効率化、調理員の集約による業務の効率化

および労働環境の向上などが挙げられる。課題の

一つとして、調理の際、受入校までの配送時間を

考慮し、先に受入校分の調理の仕上げを行うなど、

自校調理方式と比べ、限られた時間内に円滑な調

理業務を行う必要があることが挙げられ、この対

応として、調理員を加配し調理体制を整えるとと

もに、現場の協力を得ながら円滑な実施に努めて

いる。その他の課題にかかる各校からの相談にも

随時対応している。

●水泳指導業務委託事業に関して

 ● 試行的に民間プールを活用した令和4年度の水

泳授業の検証と課題について

 ● 令和5年度実施予定の対象校について

●学校・園における新型コロナウイルス感染症に

関する衛星管理について

●三重短期大学の将来的な構想について　　など

　調理を行う学校から受入校へ給食を運ぶ「学校

給食の共同化」は、現在5グループの小学校で実

施されている。

　学校内の調理現場では、食の安全確保と増加傾

向にある食物アレルギー対応の調整と作業に多忙

を極めていると聞く。　

　この共同化の導入による成果と、課題解決のた

めの対応策を問う。

「学校給食の共同化」による成
果と課題解決のための対応策は

問

調理体制を整えるなど、現場の
協力を得て円滑な実施に努める

答

その他の質疑・質問

民間プールを活

用した水泳授業

の様子。一年を

通じて水泳授業

が可能となる　

▲
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津市選挙管理委

員会が発行する

投票済証。希望

者には投票後に

交付される。　

▲

　津市における予防接種費用の助成については、

感染拡大防止の観点から実施しており、帯状疱疹

ワクチンについては、今後も国の動向などの情報

収集をしながら研究していく。

　現在は、帯状疱疹に関する啓発チラシを作成し、

地域の健康教室などで疾病についてお伝えすると

ともに、早期受診、早期治療の必要性を啓発し、

重症化予防に努めている。また、病気の予防とし

て日頃から免疫力を高めるため、バランスの良い

食事、十分な睡眠、適度な運動などストレスをた

めない生活を啓発している。

●高齢者の外出支援の検討状況は

 ● タクシーチケットの配布を

●学校給食の無償化を

●投票率を高めるためには

 ● 選挙管理委員会の取り組みは

 ● 学校現場での主権者教育の取り組みは　　など

　帯状疱疹は80歳までに3人に1人が発症するとい

われている。発症すると、水ぶくれを伴う赤い発

疹やピリピリとした痛みが現れ、日常生活や就労

が制限されるほどの症状に悩まされる場合もある。

ワクチン接種で予防できるが、接種費用が高額で、

簡単には手が出せない。亀山市は、令和5年度か

ら接種費用の半額助成を行うと決めたが、津市で

もワクチン接種への助成を実施してはどうか。

帯状疱疹の予防接種への助成を問

今後も国の動向などの情報収集
をしながら研究していく

答

その他の質疑・質問

　令和4年度当初は4往復8便で運航が行われてい

たが、現在は7往復14便で運航が行われている。

現在の運航便数と高速船利用者数から手元で集計

すると、2月の乗船率は24.4％と推計され、コロ

ナ禍前の乗船率28.8％に戻りつつある。

　駐車場（第2～第5）の再開については、今後、

セントレアのフライト数も増加し、高速船利用者

数も増加が見込まれることから、令和4年度内は

第1のみ、あるいは春休みに第5を再開し、加えて

ゴールデンウイークにかけては、第2から第4も再

開することになろうかと思っており、駐車場の利

用状況や高速船の予約状況を踏まえ判断していく。

●議案第25号津市一般会計予算から、消防車両購

入事業および消防団車両購入事業について

●市民の防災意識向上に向けた防災学習の取り組

みについて

●改正航空法の施行によるドローン技術の活用に

ついて

●教育委員会の取り組みについて　　　　　など

　新型コロナウイルス感染症の発生以降、セント

レア発着便の減少により、これまで津エアポート

ラインの運航中止や減便が行われてきた。感染者

数が減少傾向にあり、5月8日には感染症法上の分

類が「2類相当」から「5類」に移行し、今後は利

用者の増加が見込まれるが、現在の乗船率は。

　また、現在閉鎖されている津なぎさまち駐車場

（第2～第5）の再開時期についての考えは。

津エアポートラインの運航状況
と閉鎖中の駐車場の再開時期は

問

乗船率は戻りつつありＧＷには
駐車場（第2～第5）再開見込み

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り10

歳入確保の観点

から特殊車両更

新時には官公庁

オークション等

の活用を　　　
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中 野 　裕 子
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 つ  

津 み ら い

かしわぎ

土地の状況が変

わった場合の固

定資産の適正な

評価を　　　　

▲

　地籍調査の実施や都市の未来を見据えた事業な

ど、都市機能の拡充が推進され、土地の状況が大

きく変化していく場合、固定資産税もその変化に

応じて適切に評価し、課税する必要がある。地籍

調査については、土地の境界が確定されるととも

に、土地の分合筆、地積や地目の変更等が地籍調

査の成果として不動産登記に反映され、この登記

内容に応じて、固定資産の評価に反映させる。都

市の未来を見据えた事業については、土地の価格

に影響を及ぼすような道路の新設や幅員の変更な

どが生じた場合、変化した後の状況に応じて、固

定資産評価基準に基づき、適正に評価していく。

●地域懇談会の開催について

 ● 成果と課題、今後についての考えは

●固定資産税について

 ● 土地に対する課税の仕組みは

●ボランティア休暇制度について

●選挙における若年層の投票率向上の強化策は

 ● ＩＴを活用した新たな方策は　　　　　　など

　大門・丸之内地区の再開発計画や地籍調査等に

より、未来を見据えた都市機能の拡充が推進され

ることになる。土地の状況が変化することにより、

固定資産税の評価も変わることになるが、土地の

状況変更が評価にどのように反映されるのか。税

の公平・公正は確実に担保されなければならない

が、都市の未来を考える上で、将来的に土地の状

況が変化した場合の課税上の対応について問う。

地籍調査等に伴う、固定資産税
への反映について問う

問

市政の財源を担う重要な基幹税
目であり、適正な評価に努める

答

その他の質疑・質問

　提案いただいたことについては、未来ビジョン

の施策例やロードマップに位置付けを行うととも

に、水道や下水道といった生活インフラについて

は、津市の各部局において、個別の実施計画に基

づき着実に進めていく。

　令和5年度は未来ビジョンの実現に向けて設立

する（仮称）大門・丸之内エリアプラットフォー

ムにおいて、立町通り・大門大通りにおける道路

空間を活用した実験的な取り組みを行う予定であ

る。この取り組み結果を踏まえた将来的な道路整

備に当たっては、無電柱化やバリアフリー化につ

いてもその手法を検討していく。

●旧津市社会福祉センター除去の進捗状況は

●津市の脱炭素行動の推進について

●ネーミングライツの推進を

●映画ロケ地としての取り組みは

●人口減少対策会議の設置と今後について

　大門・丸之内地区について、令和5年1月20日の

市議会全員協議会において、水道や下水道などの

生活インフラの更新、道路整備、無電柱化、街路

の段差解消などのバリアフリー化、バス駐車場の

整備を未来ビジョンにしっかりと位置付けるよう

提案したが、整備の計画はどのようになっている

か。

大門・丸之内地区のインフラ整
備の計画は

問

未来ビジョン等に位置付けを行
い、着実に進めていく

答

その他の質疑・質問

完成した「大門

・丸之内地区未

来ビジョン」

▲

11つ　市　議　会　だ　よ　り
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人 

質 

問

公明党議員団
こうめいとうぎいんだん

青 山 　昇 武

録画映像

あおやま のりたけ

しんちょく



1２

開発団地内のご

み一時集積所用

地については、

後々問題となら

ない明確な指導

および協議を　

▲

　開発区域外の既存のごみ一時集積所を利用する、

あるいは開発区域内の道路上を利用することを前

提として協議を行ってきたが、昨今はその調整が

難しくなっていることなどから、事業者において

開発区域内に専用の土地を確保し、ごみ一時集積

所を指定するケースが増えている。

　宅地開発により設置されるごみ一時集積所の土

地の寄付等を受けている自治体も多いことから、

津市においても土地に係る取り扱いの見直しにつ

いて協議を進めており、今後も開発団地が将来に

わたり良好な宅地水準を確保し、衛生的で快適な

住環境が保てるように取り組んでいく。

●人・農地プランから地域計画への移行について

 ● 地域計画策定と農業基盤整備の在り方について

 ● 担い手育成の考え方について

●津市の開発行政について

 ● 開発団地の公共施設等に係る管理について

●水道漏水時における水道料金、下水道使用料の

減免について　　　　　　　　　　　　　　など

　ごみ一時集積所は、事業者や地元自治会が管理

することが一般的であるが、土地の所有者が事業

者である場合、権利譲渡される可能性もあり、そ

の場合住民が使用できなくなる懸念がある。土地

の取り扱いや指導はどのように行っているのか。

　また、今後の取り扱いや指導の中で、用地の津

市への帰属も含めた考え方は。

開発団地のごみ一時集積所用地
の取り扱いについて

問

快適な住環境が保てるよう取扱
いの見直しの協議を進めている

答

その他の質疑・質問

　白山家城運動場については、同一地域内での代

替利用が可能なことから、地域グラウンドとして

位置付ける白山運動場へ集約化し、今後、地域団

体等の活動の場としての利用などを検討し、地元

とも協議をした結果を踏まえ、跡地の利活用を図

ることとしているが、現時点でスケートボード場

としての整備は困難と考えている。なお、人口減

少対策や地域活性化の観点から、市内外の多くの

人に利用してもらえる施設であることが前提とし

て必要で、隣接市に国際大会に対応した施設があ

ることなどに加え、地域の方々の考えも踏まえて

検討していくことになるものと考えている。

●議案第25号令和5年度津市一般会計予算

 ● 教育費　中学校費　学校施設維持補修事業

●津市の保育園について

 ● 津市立保育園の建て替え等の計画は

 ● 保育士の配置基準は

●新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけは

 ● 2類から5類になると市民の方々への影響は

　令和4年12月に津市スポーツ施設整備計画が策

定された。その中で、白山家城運動場は、今後ど

のように整備されていくのか。

　平成2年以降、津市全体では人口が約3,400人減

っている。同じ期間この運動場のある家城地区の

人口は約1,300人も減っている。

　野球場としては利用しないのであれば、スケー

トボードパークに変更してはどうか。

白山家城運動場をスケートボー
ドパークに

問

市内外の多くの人が利用する施
設であることが前提として必要

答

その他の質疑・質問

つ　市　議　会　だ　よ　り

中学生が安全・

安心に授業が受

けられるように

しっかりとした

実施設計および

工事を　　　　

▲

個 

人 

質 

問
録画映像
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津 み ら い

ふ じ た さだひこ

藤 田 　定 彦



津市と津私立保

育園協議会が共

催する「保育士

職場復帰セミナ

ー」の様子

▲

　国の基準は、利用申し込みの時点において登録

できなかった児童であっても、毎年5月1日時点で

他の放課後児童クラブを利用している場合や、通

常の交通手段で20分から30分程度で通所可能な他

の放課後児童クラブがあるにもかかわらず、保護

者の私的な理由により待機している場合は、待機

児童に含めていない。

　この国の基準は、少し現実と乖離している部分

もあるので、津市独自で現実的な状況を把握する

基準について研究していく。

●令和4年度津市一般会計補正予算（第15号）

 ● 放課後児童健全育成事業

●令和5年度津市一般会計予算

 ● 水泳指導業務委託事業

 ● 新生児聴覚スクリーニング検査費用助成事業

●幼児の一時預かりの対応状況は

●保育士の就労状況は

　現在津市では、希望する放課後児童クラブが定

員に達しているため入所できなかった児童につい

て、他に利用可能な放課後児童クラブがあるなど、

国の定義に該当しない場合は、待機児童には含め

ていない。この国の基準では、実態に即した放課

後児童クラブの入所における待機児童数の把握が

できないため、津市独自の基準を策定してはどう

か。

放課後児童クラブの待機児童数
を津市独自の基準で把握しては

問

津市独自で現実的な状況を把握
できるよう研究していく

答

その他の質疑・質問

　令和4年度の子宮頸がん予防ワクチンキャッチ

アップ接種事業は、令和4年7月8日から開始し、

対象となる9,124人に接種案内を送付した。実績

としては、本年2月末現在で880人が接種をされ、

接種率としては9.6％である。

　令和5年4月から9価ＨＰＶワクチンが定期接種

の対象となり、キャッチアップ接種についても対

象となることから、令和5年3月末には協力医療機

関へ案内、周知を行った後、広報津の令和5年4月

16日号および津市ホームページで啓発を行うこと

としている。

●帯状疱疹ワクチン接種について

●認知症高齢者等への支援策について

 ● 認知症高齢者等身元確認ＱＲコードシールの導

入を

 ● 認知症高齢者等損害賠償保険の導入を

●子ども医療費助成制度の所得制限の撤廃につい

て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　2013年から8年間中断されていた子宮頸がん予

防ワクチンの積極的な勧奨が昨年4月から再開さ

れた。これに併せて接種機会を逃した人へのキャ

ッチアップ接種、自費で接種した人への費用助成

も開始されたが、その進捗状況は。また、本年4

月以降は、9価ＨＰＶワクチンも対象となるが、

有効性や安全性など、対象となる人へ丁寧に説明

をし、周知や啓発を行うべきと考えるがどうか。

積極的な勧奨再開に伴う子宮頸
がん予防ワクチン接種を問う

問

広報津および津市ホームページ
で啓発を行う

答

その他の質疑・質問

子宮頸がん予防

ワクチン接種方

法についてのご

案内｡詳細は｢津

市ＨＰＶワクチ

ン｣と検索を　

▲
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録画映像

こ じ ま は る み

かいり

しんちょく



議案第14号

議案第15号

議案第16号

地域密着型介護サービス給付事業等の増、施設介護サービス等給付事業、特定入所者介護サービス等給付事業
等の減による1億3,453万1,000円の減額補正

令和4年度津市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）

河芸町上野地内の中別保第2処理分区公共下水道工事の完了に伴い、新たに負担区および負担金の額を設定す
るための所要の改正

津市公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部の改正について

議 案 第 8 号

財産の処分について
議 案 第 9 号

津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部の改正について
議 案 第 7 号

議決結果一覧表

　今期定例会では、承認1件、報告9件、条例の制定1件・一部
改正9件・廃止1件、令和4年度補正予算14件、令和5年度当初
予算15件、請願4件、人事案件3件、議員提出議案1件、その他
3件の61議案が審議されました。
　その結果、報告9件を除く、48件は承認、可決、同意、異議
なしとされました。
　また、請願4件は不採択とされました。

可決された議案

【全会一致（出席全議員が賛成）で承認・可決・同意とされた議案】

議案番号

承認第１号

議 案 第 2 号

議 案 第 1 号

議　　案　　名

概　　　要

令和4年度津市一般会計補正予算（第14号）
市議会議員補欠選挙事業の追加に係る債務負担行為補正　

津市の公債権の徴収に関し、納付環境の向上および費用対効果の観点から督促手数料を廃止し、また、各債権
における延滞金の算定等が異なることから整合性を図るため、関係条例を整備する条例の制定

新型コロナウイルス感染症による影響が長引く中、物価の高騰により市民生活および地域経済が大きな影響を
受けていることを踏まえ、新型コロナウイルス感染症およびコロナ禍における物価の高騰の影響を受ける市民
生活および地域経済を支援するための事業の実施に必要な経費の財源に充てるための所要の改正

専決処分の承認について

督促手数料の廃止及び延滞金の算定等の見直しのための関係条例の整備に関する条例の制定について

津市新型コロナウイルス感染症対策事業基金条例の一部の改正について

津市手数料徴収条例の一部の改正について

津市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部の改正について

津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部の改正について

議 案 第 3 号

議 案 第 4 号

議 案 第 5 号

議 案 第 6 号

住宅新築資金等貸付事業に係る借入金の償還が終了したため、令和5年3月31日をもって住宅新築資金等貸付事
業基金を廃止することから条例を廃止

建築基準法が改正され、建築物の延べ面積の特例の認定等が追加されること、また、建築物エネルギー消費性
能基準等を定める省令が改正され、低炭素建築物新築等計画および建築物エネルギー消費性能向上計画の認定
に係る簡易な評価方法が追加されたことに伴う所要の改正

家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準（厚生労働省令）が改正されたことに伴う所要の改正

放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準（厚生労働省令）が改正されたことに伴う所要の改正

安濃町安濃2008番4ほか2筆の処分

美川町第11号線ほか27路線の認定

津市住宅新築資金等貸付事業基金条例の廃止について

特定教育・保育施設および特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準（内
閣府令）が改正されたことに伴う所要の改正

つ　市　議　会　だ　よ　り14

議案第10号

議案第11号

議案第12号 障害者総合支援法関係事業等の増、中小企業・小規模事業者支援事業、住民税非課税世帯等臨時特別給付金給
付事業等の減による22億7,811万円の減額補正等

市道路線の認定について

津簡易裁判所令和4年（ノ）第18号契約申込条件変更等請求調停事件の調停成立のため議会の議決を求める

民事調停について

後期高齢者医療広域連合納付金、一般事務費、徴収事務費等の減による3,762万8,000円の減額補正

令和4年度津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第3号）

維持管理事業の増、市営浄化槽事業等の減による1,143万9,000円の減額補正

令和4年度津市営浄化槽事業特別会計補正予算（第2号）

令和4年度津市一般会計補正予算（第15号）

議案第13号 国民健康保険事業運営基金積立金の増、出産育児一時金等の減による1億1,358万5,000円の増額補正（事業勘
定）、薬品費の減による306万2,000円の減額補正（直営診療施設勘定）等

令和4年度津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）



議案第17号
維持管理事業、一般管理事業の減による1,081万円の減額補正

令和4年度津市共同汚水処理施設事業特別会計補正予算（第3号）

議案第18号
一般管理事業の減等による591万6,000円の減額補正等

令和4年度津市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

議案第19号
津駅前土地区画整理事業の減による2,457万5,000円の減額補正　

令和4年度津市土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）

議案第20号
貸付事業運営費の増による940万7,000円の増額補正　

令和4年度津市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第2号）

議案第21号
椋本財産区財政調整基金積立金の増による2,000円の増額補正　

令和4年度津市椋本財産区特別会計補正予算（第1号）

議案第22号
収益的支出3億242万2,000円の減額補正、資本的支出7億2,327万6,000円の減額補正等

令和4年度津市水道事業会計補正予算（第2号）

議案第23号
収益的支出3,703万3,000円の減額補正、資本的支出2億4,348万1,000円の増額補正等

令和4年度津市下水道事業会計補正予算（第2号）

議案第24号
収益的支出2億794万3,000円の減額補正等

令和4年度津市モーターボート競走事業会計補正予算（第2号）

議案第29号
維持管理事業、市営浄化槽事業等　5億6,464万2,000円

令和5年度津市営浄化槽事業特別会計予算

議案第30号
維持管理事業、一般管理事業等　2億4,748万円

令和5年度津市共同汚水処理施設事業特別会計予算

議案第31号
維持管理事業、公債費等　5億9,129万4,000円

令和5年度津市農業集落排水事業特別会計予算

議案第32号
津駅前北部土地区画整理事業、公債費等　2億5,118万2,000円

令和5年度津市土地区画整理事業特別会計予算

議案第33号
貸付事業運営費等　2,299万5,000円

令和5年度津市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

議案第34号
総務管理事業等　50万円

令和5年度津市椋本財産区特別会計予算

議案第36号
施設維持管理費、減価償却費等　2,537万3,000円（支出）

令和5年度津市工業用水道事業会計予算

議案第37号
建設改良費、減価償却費、企業債償還金等　209億3,709万1,000円（支出）

令和5年度津市下水道事業会計予算

議案第38号
施設維持管理費、減価償却費、他会計長期借入金償還金等　2億6,041万円（支出）

令和5年度津市駐車場事業会計予算

議案第39号
開催費、建設改良費、競走実施費等　663億1,560万7,000円（支出）

令和5年度津市モーターボート競走事業会計予算

議案第40号
議会選出の監査委員として岩脇圭一議員の選任に同意

津市監査委員の選任につき同意を得るについて

議案第43号 国が新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した第1号被保険者等に係る保険料の減免に対する財
政支援について令和5年度以降における取り扱いを示したことを受けて、新たに保険料の減免を行うことに伴
う所要の改正

津市介護保険条例の一部の改正について

議 員 提 出
議 案 第 1 号

個人情報保護法が改正され、地方公共団体の機関等における個人情報の取り扱い等に関する共通ルールが定め
られたが、議会は基本的な責務を除き適用除外となっていることから、津市議会における個人情報の適正な取
扱いに関し必要な事項を定める条例の制定

津市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

議案第44号
学校施設維持補修事業等の増、予防衛生事業、出産・子育て応援事業等の減による2億3,165万4,000円の減額補正等

令和4年度津市一般会計補正予算（第16号）

議案第42号

健康保険法施行令が改正され、出産育児一時金の支給額が引き上げられること、また、国民健康保険法施行令
が改正され、市町村の保険料の賦課に関する基準において後期高齢者支援金等賦課限度額が引き上げられるこ
とからそれぞれ額の改定を行うほか、国が新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等
に係る保険料の減免に対する財政支援について令和5年度以降における取り扱いを示したことを受けて、新た
に保険料の減免を行うことなどに伴う所要の改正

津市国民健康保険条例の一部の改正について

議案番号
議　　案　　名

概　　　要
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【賛成多数で可決・同意・異議なしとされた議案】

岡村武

岡村武

議案第35号

議案第41号

令和5年度津市後期高齢者医療事業特別会計予算

後期高齢者医療広域連合納付金、徴収事務費等　75億2,263万2,000円

受水費、減価償却費、施設維持管理費等　127億8,440万7,000円（支出）

津市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部の改正について

令和5年度津市水道事業会計予算

議案第45号

諮 問 第 1 号

津市教育委員会教育長の選任につき同意を得るについて

人権擁護委員の候補者の推薦について

《反対討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》後期高齢者医療制度は、75歳という年齢で、全ての医療
保険制度から排除し、差別する制度であり、廃止すべきと考えることから反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》高額な長良川からの県営水道を必要以上に買う契約とな
っている責任水量制の見直しを図り、市民負担を軽くすることを求め反対する。 

概　　　要

賛成しなかった
議員

議　　案　　名
議案番号

中野裕子
岡村武（拒否）
佐藤知子（拒否）

議案第25号

議案第26号

令和5年度津市一般会計予算

子育て支援施策や幼児保育環境の充実、教育関係事業に関する経費、健康づくりや地域医
療体制の充実のための経費、福祉関係事業に関する経費、防災機能強化や消防関係事業、
防災対策事業などの安全なまちづくりの推進に関する経費、環境関係事業や生活基盤の整
備事業に関する経費、生涯学習の推進やスポーツ・文化の振興や市民活動の推進に関する
経費、農林水産業や商工業および観光の振興事業に関する経費等　1,127億3,000万円

中野裕子

中野裕子

中野裕子

中野裕子

中野裕子
岡村武（拒否）

議案第27号

議案第28号

令和5年度津市国民健康保険事業特別会計予算

令和5年度津市介護保険事業特別会計予算

居宅介護サービス等給付事業、施設介護サービス等給付事業等　300億2,373万8,000円

電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律が改正され、多
機能端末機による印鑑登録証明書の交付に関し、移動端末設備を使用することによる交付
が可能となることに伴う所要の改正

《反対討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》福祉面での投資が全く足りないこと、少額とはいえ大きな問題
を抱えるリニア導入の推進のための予算が計上されていること、本来マイナンバーカードの取得は任意であったにも
かかわらず、地方自治体のサービス提供をマイナンバーカード保有者に限るなどの「差別」があることから反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》国の責任の後退と加入者の貧困化、高齢化、病気の重症
化が進み、国保料の高騰が止まらなくなっている。命を最優先するため、保険料を払い切れない方の保険証の
取り上げはやめ、子どもの均等割は即刻なくし、高過ぎる保険料は引き下げるべきと考えることから反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》介護のお世話にならず生涯を終えられる方もおり、保険
料の財源をどう図っていくかを考えるのも課題であると考える。介護保険料が高いこと、低所得者の負担軽減
を図るべきと考えることから反対する。

一般被保険者療養給付費、一般被保険者医療給付費等　266億2,022万円（事業勘定）、一
般事務費、薬品費等　6,147万7,000円（直営診療施設勘定）

議　　案　　名
議案番号

報 告 第 1 号

報 告 第 2 号

報 告 第 3 号

報 告 第 4 号

報 告 第 5 号

報 告 第 6 号

専決処分の報告について

支払督促に対する異議申立てによる損害賠償請求の訴訟の提起

専決処分の報告について

交通事故による損害賠償額決定　2,145円

専決処分の報告について

市有地管理の瑕疵による損害賠償額決定　12万8,875円

専決処分の報告について

市有地管理の瑕疵による損害賠償額決定　2万5,740円

専決処分の報告について

専決処分の報告について

市道除草作業に伴う事故による損害賠償額決定　23万3,530円

津市立西橋内中学校長寿命化改修（第一期）工事に係る契約の一部変更　変更前　1億4,918万2,000円　変更
後　1億5,238万8,500円

概　　　要

報　　告

森　昌彦
もり まさひこ

中山　孝子
なかやま こう こ
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不採択とされた請願

概　　　要
賛成議員

請　　願　　名
請願番号

中野裕子、桂三発、
八太正年、佐藤知子

中野裕子､桂三発、
佐藤知子、田矢修介

中野裕子、岡村武、
桂三発、長谷川植、
佐藤知子

中野裕子

請 願 第 1 号

請 願 第 2 号

請 願 第 3 号

請 願 第 4 号

学校給食の無償化を求める請願

加齢性難聴者の補聴器購入に公的補助を求める請願

日本政府に対して、大軍拡、大増税をやめることを求める請願

インボイス制度の凍結・延期を求める請願書

国は、自治体の予算による補助で学校給食の保護者負担を軽減または負担なしとすること
が可能であるとの見解を示しており、県内の志摩市、熊野市、いなべ市、大台町、多気町
で無償化が始まっている。居住する地域によって教育費負担に格差を生じさせることなく、
義務教育における学校給食の無償化の実施を関係機関へ働きかけるよう請願する。

日本の難聴者率は欧米と大差ないが、補聴器の使用率は14.4％と少ない状態であり、背景
には補聴器が高額であること、補助制度の不十分さがある。市の特定健康診査に聴力検査
を導入し、補聴器を必要とする加齢性難聴者に対する公的補助制度を作ることを関係機関
へ働きかけるよう請願する。

国は、2022年末に「国家安全保障戦略」などの改定を閣議決定し、「敵基地攻撃能力保
有」を宣言した。これは、戦後の日本の安全保障政策を実践面から大きく転換するもので
ある。また、軍事費の財源確保として大増税、社会保障費の削減、次世代に借金を負わせ
る国債の発行が考えられている。このような大軍拡、大増税をやめることを関係機関へ要
請するよう請願する。

コロナ禍や円安などによる物価上昇、ウクライナ侵略などが世界的に日本経済に大きな影
響を与えている中で、小規模事業者やフリーランスに消費税のさらなる負担を迫るインボ
イス制度を実施できるような時期ではない。インボイス制度の実施の凍結・延期を国の関
係機関に働きかけるよう請願する。

《賛成討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》小学校の給食費は義務教育にかかる様々な経費の中で重
い負担となっている。憲法第26条は、「義務教育は、これを無償とする」と明記しており、国に対する支援を
強く求めていくとともに、子どもの成長を社会全体で支える施策のひとつとして、子どもたちの安心で充実し
た食の環境を整える取り組みを進めるため、津市での学校給食費の無償化を実施すべきと考えることから賛成
する。

《賛成討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》政府は、軍事費を2027年度までの5年間の総額で3兆円と
し、ＧＤＰ比で2％と、現在の2倍にして、財源確保のために大増税と国債発行を行うとしている。軍事費増で、
いまでも不十分な教育費や社会保障費への国の支出が減りかねない。この国の在り方を根本からくつがえし、
暮らしを壊す大軍拡を開かれた論議もなしに閣議決定で進めたことは民主主義、立憲主義に反していることか
ら賛成する。

《賛成討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》適格請求事業者に登録できるのは課税事業者に限られ、
免税事業者がインボイスを発行するには、課税事業者になる必要がある。売上1,000万円以下の小規模事業者
や個人事業主に新たな税負担となり、新型コロナ感染の長期化や物価高騰で苦境に立つ事業者に追い打ちをか
けることになるため、同制度の導入は凍結・延期すべきと考えることから賛成する。

《反対討論　至誠会　岡村　武議員》憲法では「義務教育は、これを無償とする」とうたわれているが、給食
は保護者が子どもを守るあるいは育てる意味で責務、責任であると考えることから反対する。

《反対討論　至誠会　岡村　武議員》戦争は心では勝てず、武器の量、あるいは最新の性能やシステムである。
大軍拡の定義が分からないことから反対する。

《賛成討論　日本共産党津市議団　中野　裕子議員》国の「新オレンジプラン」では、認知症の危険因子とし
て、加齢性難聴が含まれている。補聴器の購入には1台当たり平均で約15万円が必要であり、老齢基礎年金5万
円台では到底手が届かない。現在、多くの自治体で補聴器に対する公的補助制度がつくられており、津市でも
実施すべきと考えることから賛成する。

《賛成討論　自由民主党市議団　八太　正年議員》現在、子どもが非常に少なくなっている。日本の将来を考
えると、大変な問題であり、産まれた子どもを社会で育てるお手伝いをしていくような、そういう社会環境が
大事である。モーターボート事業の収益を充当すれば実施は可能と考えることから賛成する。

《賛成討論　希望の風　田矢　修介議員》全国市長会においても、令和4年度に実施した国への提言の中で補
助制度の創設について積極的な措置を講じることが求められている。多くの高齢者が難聴に悩み苦しんでいる
こと、補聴器が非常に高価であり保険の適用がないことから賛成する。

報 告 第 7 号

報 告 第 8 号

報 告 第 9 号

専決処分の報告について

専決処分の報告について

専決処分の報告について

津市北消防署建築工事に係る契約の一部変更　変更前　3億9,840万5,700円　変更後　3億8,816万2,500円

津市立橋南中学校長寿命化改修工事に係る契約の一部変更　変更前　2億3,098万9,000円　変更後　2億3,426
万1,500円

香良洲高台防災公園管理棟及び屋内運動施設建築工事に係る契約の一部変更　変更前　3億1,659万1,000円　
変更後　3億1,476万5,000円

議　　案　　名
議案番号

概　　　要



本会議・委員会の模様を映像配信しています！
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印　　刷◆共立印刷株式会社

津市議会の

ホームページに

アクセスできます。

　令和5年第2回定例会の本会議・委員

会の模様は、津市議会ホームページで

映像配信する予定です。

　また、ケーブルテレビ（ＺＴＶ）の

津市行政情報番組（デジタル123チャ

ンネル）でも本会議の模様を録画放送

する予定です。

　放送日程等は、決まり次第ケーブル

テレビ等でお知らせします。

　津市議会ホームページから、「映像配信」にアクセスすると、

ライブ映像、録画放送が視聴できます。

　今期定例会では、新年度予算に係る議案が上程され、

活発に議論されました。また、マスクは3月13日以降、

「着用は個人の主体的な選択を尊重し、個人の判断が基

本」となったことを受け、各自がそれぞれで判断してい

ます。

　さて、今号から編集委員会のメンバーが変わりました。

行政と議会がどのように関わり議論しているか、市民の

皆さまに分かりやすくお伝えする紙面にしたいと思って

います。今後ともご支援とご愛読をお願い申し上げます。

　つ市議会だよりに対するご意見、ご感想は、

議会事務局まで（下記所在地、電話番号等）

編 集 後 記

津市議会　　
　　あれこれ

つ　市　議　会　だ　よ　り１８

令和５年第２回定例会日程予定

日 月 火 水 木 金 土

６/５

本会議

初日

６ ７ ８ ９

議会運営

委員会

本会議

質問日

本会議

質問日

１２ １３ １４ １５ １６

本会議

質問日

本会議

質問日

建設水道

委員会

教育厚生

委員会

１９ ２０ ２１ ２２ ２３

経済環境

委員会

総務財政

委員会

議会運営

委員会

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

本会議

最終日

３

１０

１７

２４

7/1

１１

１８

２５

２

日程は変更になる場合があります。

その場合は津市議会ホームページでお知らせします。

　津市議会では、表決の際に電子表決システ

ムを活用しています。これにより、議案等の

表決結果を議場内の大型モニターやライブ映

像に映し出すことができ、議員の賛否などが

より分かりやすくなります。


